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秋季彼岸会 ～教えをお伝えして、真の六波羅蜜の修行を～ 

秋季彼岸会が 9 月 23 日、教会法座席で行われ多く

の参拝者がありました。またその様子が、亀岡・宇治

両法座所にも配信され、同時に参拝することが出来ま

した。 

読経供養の前に、コロナ禍でサンガに見送られるこ

となく旅立たれた会員の名簿がスクリーンに映し出さ

れると、法座席のあちこちから懐かしむ声が聞こえま

した。 

 

  

ご供養後、有馬教務部長が亡くなった義父のことを

述懐しました。義父は教会のお役を喜んでさせて頂い 

ていたこと、所属する西京支部での様子や家庭の中で

はケンカが絶えなかったが、それもまたいい思い出と

して残っていますと述べました。 

中村教会長は、「ご先祖を思い出せる、お墓参り出来

る。そういう環境にいることのありがたさを感じると

共に、寿命は私たちが決められず、仏さまのみぞ知る」

としながら、瀬戸内寂静師の「定命（じょうみょう）」

や庭野会長のご法話を引用し、毎日毎日を精一杯生き

ることの大切さを解説しました。 

また有馬教務部長の話しにふれ、義父だが親子の関係

のようで、それを思い出深く語れるのは教えのおかげ

だとかみしめました。 

そして、悩み苦しむ「此岸」から仏さまの世界「彼

岸」に渡るには六波羅蜜の実践が重要だと解説。良い

ことをすれば自分に返ってくると思っているうちは真

の六波羅蜜の修行になっておらず、日々の行ないを通

して「この功徳をあまねく一切に回向していく」とい

う気持ち、「あの方にも、この方にも回向して下さい」

という気持ちや行ないが大切だと繰り返し述べまし

た。入会動機はさまさまでも法華経には菩薩行が説か

れており、法師品にあるように「ありがたいな」と感

じた人は過去世において十万億の仏を供養し、衆生を

憐れむがゆえにこの世に生まれてきたと解説しまし

た。自分の救われだけではなく、苦しんでいる人に教

えをお伝えしてお救いしていく、そのような自分自身

の命の使い方を実践できるよう精進を促され、結ばれ

ました。 

 

ＪＲ宇治駅前で共同募金活動 ～宇城久 明るい社会づくり運動の会～ 

宇城久 明るい社会づくり運動の会

は 10 月 8 日、ＪＲ宇治駅前で共同募

金活動を行い、会員 19 名が市民に呼

びかけを行いました。午前 9 時 30 分

から 10 時 30 分までの短い時間にか

かわらず、12,267 円の募金が集まり

ました。 

参加者は生き生きと大きな声を出

し、それぞれが出来ることを自発的に

行えたこと、そして何よりとても楽し 

んで募金活動に取り組めたことが良かったようでした。 

  

令和５年、私たちは「日々感謝 にこにこ元気に出会いたい ありのままの私から」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/ 
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